












要    約

 本年度の研究では、保育所における思春期体験学習の実施状況について実施体に対する

調査票による調査を行ったが、その結果、全般的な傾向として、参加した生徒への学習効

果は高いと判断している実施体が多くなっている。これは保健所で行なわれている場合に

比べて、真に子どもとふれ合う時間や日数が多いことや、様々な年齢の子どもと参加者と

の自然なふら合いができる利点によることが明らかになったが、同時に課題も残されてい

る。


